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【公表用】 
 

２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 
 

１．機 関 の 

   代 表 者 
   （学 長） 

（大学名）    長崎大学 機関番号 17301 

(ふりがな<ローマ字>)    さい とう   ひろし 

（氏 名）    齋 藤  寛 
 

長崎大学―1頁 

２．大学の将来構想 

長崎大学は「伝統的文化を継承し豊かな心を育み、

地球の平和を支える科学を創造すること」を理念とし

地域と国際社会の発展に貢献している。平成10年10月

の大学審議会答申の沿い、本学においても個性輝く大

学として国民の期待と要請に応えていくための方策と

して平成12年2月に「長崎大学・大学改革案」を取り纏

め、とくに大学院博士課程の充実に重点を置いて、教

育研究の「高度化」、「個性化」、「国際化」、「地

域貢献」を目指すこととした。また平成10年度の時点

で、環境科学部を除く全学部の上に大学院組織を設置

していたが、より一層の個性化に資するため、既存の

学問体系に沿った教育研究の充実ではなく、総合大学

院化を推進することが肝要であるとの認識のもと、平

成12年4月には自然科学系研究科を「生産科学研究科」

に再編成し、さらには平成14年4月に生命医療系研究科

を「医歯薬学総合研究科」に改組統合した。 

また、研究教育における特色は大学の個性の最も重

要であるとの認識のもと、世界的COE形成を促すために

部局等の学問分野の特色ある研究教育を大学の特色と

して育て上げ、大学の特色を国内で輝く存在へ、さら

に世界の中で輝く個性へと育てることとし、評価基準

を定めいくつかの特色あるプログラムを選定して、

各々世界COE拠点形成に相応しいプログラムであると

して21世紀COEプログラムやグローバルCOEプログラム

等へ申請を行ってきた。 

国立大学法人への移行後は、世界トップレベルの大

学となるべく教育研究の更なる高度化と個性化を図り、

アジアを含む地域社会と共に歩みつつ、世界にとって

不可欠な「知の情報発信拠点」であり続けるという基

本目標に向かって邁進している。特に、特色ある研究

への支援を全学体制で行うとともに、国際性豊かな戦

略的教育による次世代の人材養成を目指すプログラム

を実施している。その成果として、平成19年度は、１

件の21世紀COEプログラムと1件のグローバルCOEプロ

グラム並びに、9件の教育支援プログラム（GP）が採択

されている。 

このような教育・研究を支えるために学長を中心と

したマネジメント体制として、学長の下に研究担当の

理事を置き研究企画推進委員会を設置し、大学院を含

む研究全般に関する統括を行っている。また、教員個

人の業績の多面的評価を行い教員の研究活性化を図る

ため「全学基礎データベース」の中に教員全員の研究

業績等のデータベースを収録している。 

21世紀COEプログラム拠点に対する具体的な支援策

として、国際共同研究の推進、海外研究拠点形成支援、

国際研究機関・外国公館との協力・連携支援を図り、 

ハード面については、総合教育研究棟及び既存の研究

実験支援施設の優先的利用等の便宜を提供した。また、

若手研究者の育成のための資金、研究環境の整備を行

うとともにPD,RAの活用、短期留学プログラムの活用と

外国人研究者招へいを図ってきた。 

さらに新たにポスト21世紀COE研究拠点を構築すべ

く、「中期目標・中期計画における重点研究課題」10

課題を選定し、今後本21世紀COE拠点「熱帯病・新興感

染症の地球規模制御戦略拠点」の更なる発展のプログ

ラムを含めグローバルCOEプログラムへの申請を行っ

た。 

 

学長マネージメント体制 

戦略企画会議 

学 長 理 事 学長特別補佐

副学長 学長補佐 

学内委員会 国際連携研究戦略本部 

・研究企画推進委員会

＜21世紀COEプログラムに係る事項を検討＞ 

 研究教育の高度化・個性化に向け、予算の傾斜配分、

学長裁量経費の重点配分、競争的外部資金申請推進と

採択率向上、産学連携支援、共同研究推奨等を推進し

ている。さらに、世界的COE形成推進策として、国際共

同研究の促進、海外研究拠点形成支援、国際研究機関

との協力・連携支援を図った。また、学内研究センタ

ーの設置、国際交流・研究交流担当事務官の増員・研

修等を図った。さらに、若手研究者の育成のための資

金・研究環境の整備、ポスドクやリサーチ・アシスタ

ント制度の活用などを積極的に進めた。大学院博士課

程では大講座制の採用により、教官配置の柔軟化を図

るとともに医歯薬学総合研究科ではすでに全教官に任

期制を導入して流動化にも配慮している。 
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      【公表用】  
 

長崎大学―2頁 

３．達成状況及び今後の展望    

 長崎大学は中期目標・中期計画に本COEプログラム

「熱帯病・新興感染症の地球規模制御戦略拠点」を大

学の研究教育及び国際貢献の最大のドライビングフォ

ースと位置づけ、学長のマネージメント体制の下、重

点的支援を実施してきた。 

1) 教育研究特別経費による重点支援： 以下の熱帯医

学・感染症研究教育関連予算を重点項目として、教育

研究特別経費に概算要求し採択された。拠点形成実現

に向けて大きな経済的原動力となっている。 

・16年度研究特別設備費「新興・再興病原体迅速同定

解析システム」 

・17-19年度特別教育研究経費「新興・再興感染症研究

ネットワークの構築」 

・17-19年度特別教育研究経費「熱帯病・新興感染症の

宿主・病原体・ベクター・伝承薬に関する材料・情報

の共同利用拠点」 

2) 施設整備費による研究環境の重点整備： 本COE関

連施設整備費を重点項目として概算要求し、16年度補

正予算により熱帯医学研究所老朽化施設の改修と医学

部BSL3実験室の整備が可能となった。 

3) 学長手持ち定員による特任教授の配置： 外務省国

際感染症医療協力専門官であった國井修博士を熱帯医

学研究所に1年間の任期で特任教授として招聘し、国際

協力連携研究の円滑な推進を図った。 

4) 大学間学術交流協定締結による国際連携研究の支

援： チェンマイ大学(タイ)、セントルークス医療セ

ンター、サンラザロ病院(以上フィリピン)、アイルラ

ンガ大学(インドネシア)、ケニア中央医学研究所(ケニ

ア)と学術交流協定を締結した。 

5) 国際研究協力戦略本部設置： JICA、WHOなどの外

部資金による長崎大学の国際研究協力プロジェクトの

推進に関連特化した研究教育を行なう「国際研究協力

戦略本部」を17年度に創設した。 

6) 海外感染症研究拠点創設の推進・支援： 特別教育

研究経費「新興・再興感染症研究ネットワークの構築」

によるケニア拠点設置推進のため関連学内規程整備に

着手した。 

7) スマトラ沖地震感染症対策支援プロジェクトチー

ムの発足： 本学教職員(COEメンバーを含む)を中核と

するプロジェクトチームを結成し、文科省科学研究費

による緊急支援により17年1月より被災国に派遣した。 

8) 大学院熱帯医学修士課程設置の推進： 国際的に通

用する熱帯医学・感染症専門医師養成のための熱帯医

学修士課程(1年コース)を医歯薬学総合研究科に18年

度に新設した。 

9) 「国際感染症センター」設置： 附属病院に国際感

染症センターを設置した。 

10）科学技術振興調整費「若手研究者の自立的研究環

境整備促進事業 地方大学における若手人材育成戦

略」テニュアトラック支援事業）により平成１９年度

より１名の若手研究者が本拠点へ配置された。 

 

 本COEプログラムからは、将来地球規模の感染症制御

に多大な貢献が期待される多種多様な基礎研究成果、

製品開発研究成果、治療予防介入研究成果が創生され

ている。また、多くの優れた感染症研究者と感染症専

門医および国際保健医療専門家を養成した。彼らの世

界における感染症制御への貢献が大いに期待される。 

 このように、本COEプログラムの研究教育活動の維持

と活性化は、地球規模の感染症制御を推進する上で

益々重要であり、社会のニーズでもある。補助事業終

了後、長崎大学として本拠点の世界レベルの研究教育

活動を維持していくための具体的方策として以下のこ

とを計画し、実施する。 

1) ケニアとベトナムの海外研究拠点の研究教育活動

を恒久的に推進するための競争的資金獲得のための大

学の支援 

2) 21世紀COEプログラムの研究成果をさらに発展させ

るための外部資金獲得のための大学としての支援 

3) 感染症研究者、感染症専門医、国際保健専門家の養

成への支援 

4)科学技術振興調整費「若手研究者の自立的研究環境

整備促進事業 地方大学における若手人材育成戦略」

（テニュアトラック支援事業）による若手研究者の拠

点形成プログラムへの配置 

5) 国際連携研究戦略本部を介しての、リバプール熱帯

医学校、ロンドン熱帯医学校、マヒドン大学熱帯医学

校など、世界の研究教育機関と、WHO、UNICEF等国際機

関との連携強化のための支援 

                             



 
 

様式２ 
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長崎大学（F24）―1頁 

２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 長崎大学 学長名 齋藤 寛 拠点番号 Ｆ２４ 

１．申請分野 
Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

 熱帯病・新興感染症の地球規模制御戦略拠点 

 Global Control Strategy of Tropical and Emerging Infectious Diseases 

    研究分野及びキーワード <研究分野：基礎医学・内科系臨床医学>(感染症)(熱帯医学)(新興感染症)(ワクチン)(ゲノム創薬) 

３．専攻等名 熱帯医学研究所・新興感染症病態制御学系専攻 

４．事業推進担当者           計 １５名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー) 

Aoki  Yoshiki  

青木  克己  

Morita  Kouichi 

森田  公一 

Ymamoto  Naoki 

山本  直樹 

Oishi Kazunori 

大石  和徳 

 

Hirayama  Toshiya 

平山  壽哉 

Nagatake Tsuyoshi 

永武  毅 

Takagi  Masahiro 

高木  正洋 

Hirayama  Kenji 

平山  謙二 

Moji  Kazuhiko 

門司  和彦 

Kanbara  Hiroji 

神原  廣二 

Katamine  Shigeru 

片峰  茂 

Kohno  Shigeru 

河野  茂 

Moriuchi  Hiroyuki 

森内  浩幸 

Itoh  Takashi 

伊藤  敬 

Yui  Katsuyuki 

由井  克之 

 

熱帯医学研究所・教授 

 

熱帯医学研究所・教授 

 

熱帯医学研究所・客員教授 

 

熱帯医学研究所・助教授 

 

 

熱帯医学研究所・教授 

 

熱帯医学研究所・教授 

 

熱帯医学研究所・教授 

 

熱帯医学研究所・教授 

 

熱帯医学研究所・教授 

 

熱帯医学研究所・教授 

 

医歯薬学総合研究科（新興感染症

病態制御学系専攻）・教授 

医歯薬学総合研究科（新興感染症

病態制御学系専攻）・教授 

医歯薬学総合研究科（新興感染症

病態制御学系専攻）・教授 

医歯薬学総合研究科（医療科学専

攻）・教授 

医歯薬学総合研究科（医療科学専

攻）・教授 

 

寄生虫学 

医学博士 

ウイルス学 

医学博士 

ウイルス学 

医学博士 

感染症学 

医学博士 

 

細菌学 

農学博士 

感染症学 

医学博士 

病害動物学 

医学博士 

免疫遺伝学 

医学博士 

熱帯公衆衛生学 

保健学博士 

原虫病学 

医学博士 

ウイルス学 

医学博士 

感染症内科学 

医学博士 

臨床ウイルス学 

医学博士 

生化学 

医学博士 

免疫学 

医学博士 

 

総括・研究情報トランスレーション・住血吸虫症・

数理モデル 

製品開発・デング熱、西ナイル熱ワクチン、診断キ

ット 

病因病態生態基礎研究・ＨＩＶ 

 

感染症臨床研修プログラム・治療予防介入研究・コ

レラワクチン（H16年度追加）(H17.12.31退職によ

り辞退) 

病因病態生態基礎研究・細菌毒素 

 

感染症臨床研修プログラム、治療予防介入研究・コ

レラワクチン（H16.5.31退職により辞退） 

治療予防介入研究・デング/マラリア/ベクターコン

トロール 

製品開発・ゲノムミクス（デング熱/住血吸虫/マラ

リア） 

研究情報トランスレーション・フィールド経年研究

(H19.9.30退職により辞退) 

治療予防介入研究・マラリア 

(H19.3.31退職により辞退） 

サブリーダー・病因病態生態基礎研究・プリオン病

 

感染症臨床研修プログラム・治療予防介入研究・耐

性菌・コレラワクチン 

感染症臨床研修プログラム・病因病態生態基礎研

究・ＨＩＶ 

病因病態生態基礎研究・プロテオミクス 

 

製品開発・ワクチン研究 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 193,000 157,300 172,100 
194,760 

（19,476） 

195,000 

（19,500） 
912,160 

  
  



 
 

様式２ 
【公表用】 

長崎大学（F24）―2頁 

６．拠点形成の目的 

 近年、世界は感染症、特に熱帯病と新興感染

症の脅威にさらされている。 

 本COEプログラムは、1)熱帯病・新興感染症

の中で特に重要な10疾患（マラリア、デング熱、

西ナイル熱、住血吸虫症、コレラ、プリオン病、

HIV/AIDS、薬剤耐性感染症、ピロリ菌感染症、

SARS）を防圧するための新しい戦術を開発し、

既存の戦術も活用した新しい疾病防圧戦略を

創生し、2)人材不足が指摘されている感染症研

究者を養成し、また感染症専門医師も海外拠点

連携病院で養成する研究教育拠点を形成する

ことを目的とする。 

 近年、Ｇ８サミット等で、マラリアやAIDS等

の熱帯病と新興感染症の国際協力による地球

規模での制圧の必要性が強調されている。理由

は、マラリアや乳児下痢症をはじめとする熱帯

病が開発途上国で猛威を振るっているため（ア

フリカでは死因の約50％が感染症）、一方新興

感染症は容易に地球規模で流行する危険性が

あるためである。 

 開発途上国で熱帯病が猛威を振るう理由は、

開発途上国には疾病媒介動物や病原体の棲息

に適した地理的条件がそろうのに加え、貧困、

政治不安、教育の不足など、疾病対策を困難と

する社会的・経済的要因が存在するためである。 

 一方、新興感染症はヒトの行動変容、社会開

発、医療開発にともない続々と出現している。

このような特殊な要因のもとで流行する熱帯

病・新興感染症を制御するには、既存の疾病対

策法を用いる制御法では不十分で、新しい制御

戦術と戦略を創生する必要がある。 

 本COEプログラムは、熱帯病・新興感染症の

新しい制御戦術と戦略を創生するために、微生

物学、臨床医学、免疫学、遺伝学、生化学など、

医学・生命科学を核として、昆虫生態学、人類

生態学など多岐にわたる学問分野の統合をは

かる。この学際的研究グループのもとで、次図

に示す基礎研究から新戦術・戦略の創生までの

トランスレーショナルリサーチセンターの形

成を目指す。 

 尚、次図の研究情報トランスレーションは、

各研究分野の研究成果の統合検討、選択推進機

能を有し、かつ新しい制御戦略の研究を行なう

重要な役割を担っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記の研究組織形成と各分野の精力的な研

究活動により、熱帯病・新興感染症の新しい有

効な制御戦術が開発され、既存の戦術も活用し

た新しい戦略の創生が可能となる。 

 上記研究を推進するには、疾病が流行する開

発途上国での調査研究が不可欠である。よって

本COEプログラムでは、開発途上国（ケニア・

中央医学研究所、ベトナム・国立衛生研究所、

タイ・チェンマイ大学、フィリピン・セントル

ークス医療センター・サンラザロ病院、インド

ネシア・アイルランガ大学 等）に研究拠点を

形成する。また、研究を進展させるために、国

内外の研究機関（WHO、ロンドン熱帯医学校、

リバプール熱帯医学校、琉球大学、大分大学 

等）との連携を深める。 

 一方、人材不足が指摘されている感染症研究

者の養成と感染症専門医師の養成は、医歯薬学

総合研究科の新興感染症病態制御学系専攻に

コースワークを設け、マンツーマン指導体制に

よる国際的感染症研究者と感染症専門医養成

を行なう。 

 さらに、短期海外感染症臨床研究プログラム

を開設し、全国公募で選抜した医師の海外拠点

病院での研修と医歯薬学総合研究科への熱帯

医学修士課程の設置を目指す。 

 以上のごとく、本COEプログラムが目指す研

究教育拠点は、学際的アプローチによる基礎と

臨床、フィールドとラボ、開発途上国と先進国

の３つの双方向性の研究を特長とする研究組

織としてまさに世界のニーズに対応したもの

であり、本拠点から創出される熱帯病・新興感

染症の新しい戦術・戦略と人材養成は世界の

人々の健康増進に大いに貢献することが期待

される。

病因病態生態基礎研究 

製品開発 

治療予防介入研究 

新戦術・戦略の創生 

社会還元 

  

 研究情報 

 トランス 

 レーショ 

 ン 
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７．研究実施計画 

 本COEプログラムの事業推進担当者は熱帯医

学研究所と医歯薬学総合研究科の教授14名よ

り構成される。事業推進担当者の専門分野は、

人類生態学、昆虫生態学、生化学、免疫学、遺

伝学、ウイルス学、細菌学、原虫学、寄生虫学、

内科学、小児科学、感染症学等多岐にわたる。 

 本COEプログラムでは、熱帯病・新興感染症

の中で特に重要な10疾患の新しい制御戦術と

戦略を創生するために、学際的アプローチによ

る、1)病因病態生態基礎研究、2)製品開発、3)

治療予防介入研究、を体系的に行なう。3つの

研究グループに加え、効率的に研究成果をあげ

るために、各研究分野の研究成果を統合検討、

選択推進し、新しい制御戦略を検討する役割を

になう研究情報トランスレーションを置く。 

 上記４つの研究グループは、対象10疾患の制

御に向けて最も有効と考えられる戦術を開発

するために、焦点を絞った研究を推進する。 

 各研究グループの研究課題は下記のごとく

である。 

1. 病因病態生態基礎研究 

 種々の専門的な観点からの病原体学、媒介動

物学、寄生生物学、生態学、疫学、社会学等

の基礎研究の推進 

2. 製品開発 

 診断薬、薬剤、ワクチン、治療方法の開発を

目的とする研究の推進 

3. 治療予防介入研究 

 開発途上国のフィールドおよび病院におけ

るヒトや媒介動物を対象とした介入研究の推

進 

4. 研究情報トランスレーション 

 各研究分野の研究成果の統合検討、選択推進

を行ない、本COEプログラムで創出された戦術

に加え、既存の戦術も活用した疾病制御戦略

研究 

 

 以下5年間で行なわれる熱帯病・新興感染症

10疾患の新しい制御戦術・戦略創生に有効と考

えられる各研究グループの研究課題を下記に

記す。 

・西ナイル熱： 媒介蚊の感受性とワクチン

開発 

・デング熱： デング出血熱のヒト感受性遺

伝子と診断キット開発 

・マラリア： マラリアの免疫応答解析、ゲ

ノム情報によるワクチン標的探索、蚊とヒト

の生態に基づく防除法の開発 

・住血吸虫症： 診断キット開発、健康教育

による行動変容の効果判定、数理モデルによ

る予防方策の作出 

・コレラ/ピロリ菌感染症： 外毒素、毒素受

容体解析、経口コレラワクチン開発 

・薬剤耐性菌： 病原性・耐性メカニズム、

集団内伝播機構の解明、迅速診断法開発、耐

性菌の疫学調査と臨床的意義 

・プリオン病： 感染様式解明、治療薬開発 

・HIV/AIDS： 感染宿主因子解析、性行動変

容を誘導する新しい教育法の開発 

・SARS： 診断法の開発 

 

 上記研究課題を推進するために、 

1) 海外研究拠点を活用し、長期経年的なデー

タの蓄積と分析を行ない、 

2) 各研究課題に若手の助手あるいはポスドク

を配置し、 

3) 外国人顧問を活用し、研究推進に拍車をか

け、 

4) 国内外より優れた業績をあげている研究者

を招待して、国際シンポジウムを開催し、 

拠点の成果の評価を行なうとともに、関係機関

への成果の発信を行なう。 

 

 以上の研究計画により、本COEプログラムが

目的とする熱帯病・新興感染症の中で特に重要

な10疾患に対する新しい制御戦術の開発と戦

略の創生が期待される。 
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８．教育実施計画 

 本拠点では、熱帯病・新興感染症の研究者、

専門医、国際保健医療協力専門家等、世界の感

染症対策に貢献する人材を育成するための多

様な教育システムを構築する。 

 

1. 大学院博士課程（新興感染症病態制御学系

専攻）の実質化： 

 熱帯病・新興感染症の研究者と高度専門職業

人としての専門医の育成を教育目標とする。 

 博士課程に国際的感染症研究者養成プログ

ラムコースワークと国際的感染症専門医養成

プログラムコースワークを設置し、感染症対策

のための広い視野と独創的な思考過程をもつ

基礎研究者を養成するとともに、基礎研究と臨

床研究との積極的な交流を通じて、種々の熱帯

病・新興感染症に柔軟かつ的確に対応できる臨

床医学系研究者の養成を目指す。 

 感染症研究者養成コースでは、マンツーマン

体制による先端機器を用いた生命医科学特

論・実習を行ない、感染症専門医養成コースで

は海外の病院での臨床実習を行なう。 

 

2. 大学院修士課程（熱帯医学）： 

 熱帯病・新興感染症に関する基礎知識を身に

つけ、感染症に対してグローバルな視点から対

処できる感染症専門医、疫学専門家を育成する

ため、国際標準に合致する熱帯医学専門医の育

成を教育目標とする。 

 設置目的により、本過程は医師に限定した修

士課程で、すべての授業は英語でおこなわれる。

また、多くの外国人医師を学生として受け容れ

ることを目指す。 

 

3. 短期海外感染症臨床研修プログラム 

 国内では遭遇することのない熱帯感染症診

療の経験を日本人医師に積ませることを目的

とするプログラムである。タイのチェンマイ大

学病院、フィリピンのセントルークス医療セン

ター及びサンラザロ病院に全国公募で選抜し

た医師（大学院生も含む）を一ヶ月、長崎大学

の指導教員とともに派遣し、現地の感染症専門

医の指導を受けさせる。 

 

4. 単位互換制度による熱帯医学大学院の国際

連携プログラム 

 英国リバプール熱帯医学校、タイ王国タマサ

ート大学など海外教育研究機関と正式の学術

交流協定を締結し、単位互換システムおよび教

員交換システムを確立する。それに基づく大学

院学生及び教員の人事交流により、世界の熱帯

医学大学院間の国際連携を強化する。 

 

5. 感染症卒後教育プログラム 

 国立大学病院感染対策協議会や日本感染症

学会などで、国内によける感染症の卒前・卒後

教育が不十分であることが大きな問題となっ

ている。本COEでは、各種感染コントロールに

ついての教育コースを開催し、国内の感染症卒

後教育の中心的役割を果たす。 

 

6. 熱帯医学研修コース、及びJICA熱帯医学研

究コース 

 熱帯医学研究所においてこれまで継続して

きた上記の国内外向けの研修コースを引き続

いて行なう。前者は主に国内の医師、看護師、

検査技師、保健師に現地で必要な知識を供給す

るのに役立ってきたし、後者は世界各地の保健

衛生に関わる専門家の養成に貢献し、熱帯医学

研究所の世界的なネットワーク作りに有効に

働いてきた。 

 

7. ポスドク教育 

 ポスドクを多く採用し、最先端の基礎・臨

床・フィールド研究に従事させ、将来の熱帯医

学・感染症研究を世界最先端で担う研究者とし

て育成する。 



 
 

様式２ 
【公表用】 

長崎大学（F24）―5頁 

９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

 

１)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体

の目的達成度 

 先端大型研究機器の設置は本プロジェクト

２年次で完了した。熱帯病・新興感染症の研究

に不可欠な海外研究拠点はアジア･アフリカ各

地に設置した。特に平成17年度には文部科学省

の別途経費でケニア中央医学研究所とベトナ

ム国立衛生疫学研究所に長崎大学教員が数名

常駐する研究拠点を設置した。 

 また海外の５つの教育研究機関・病院と長崎

大学の間で学術協定が締結された。 

 以上のごとく研究教育基盤整備の面では想

定を越えた成果をあげた。 

 人材育成面では、社会のニーズに沿って多様

な人材育成プログラムを実施した。いずれのプ

ログラムにおいても、期待に沿う人材が育成さ

れ、人材育成の目的は十分達成された。しかし、

計画書に記した海外の教育研究機関との大学

院単位互換については、事務レベルでの合意に

は至らなかった。 

 研究面では対象となる疾患により、また研究

分野により若干成果に違いがみられたが、目的

は概ね達成された。特にプリオン病分子機構解

明と抗プリオン剤開発研究、西ナイル熱ワクチ

ン開発とデング熱、SARS等ウイルス疾患の迅速

診断法の開発研究、新規マラリアワクチン候補

分子の検索、ピロリ菌産生毒素の機能、HIV感

染分子機能、新しいマラリア・デング熱媒介蚊

対策法の研究等では世界に誇れる研究成果が

報告された。 

 以上のごとく、研究教育拠点形成計画全体の

目標は十分達成された。（目的達成度「１」） 

 

２)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

 本COEプログラムでは、熱帯病・新興感染症

の研究者、専門医、およびその他の国内外の感

染症対策に貢献できる人材を育成するために、

多様な教育プログラムを構築した。 

i)大学院博士課程(新興感染症病態制御学系

専攻)には定員の８０％以上が入学し、修了

者は徳島大学、久留米大学、総合地球環境研

究所、国立仙台医療センターなどで研究者、

あるいは感染症専門医として活躍している。 

ii)大学院修士課程(熱帯医学)には定員を越

える応募があり、平成18年度は12名(うち外

国人８名)、平成19年度は12名(うち外国人８

名)が入学した。日本人の修了生は１名が博

士課程に進学し、２名が海外の医療機関で活

躍している。外国からの修了生は帰国後自国

で感染症関連の医療機関(行政も含む)で活

躍している。 

iii)短期海外感染症臨床研修プログラムには

5年間で６４名の医師が参加した。彼らは日

本では経験できない感染症の診断・治療技術

を身につけ、帰国後日本の診療現場で経験を

活かしている。例えば平成18年11月に国内で

発生した狂犬病の症例の診断・治療には本研

修プログラムに参加した医師が関与した。 

iv)本COEプロジェクトに参加したポスドク・

若手研究者の中には金沢大学、大分大学、長

崎大学、企業研究所等に準教授、助教、研究

員等の職を得た者も多い。 

v)その他、本COEプログラムでは、熱帯医学研

究所で実施されている熱帯医学研修課程(３

ヶ月)の充実や、大学病院における感染症卒

業教育プログラムを開始した。 

 前者は５年間に75名の研修生を輩出し国内

外で活躍しており、後者は院内感染予防に貢

献している。 

vi)また本プロジェクトに参加した者の中に

は大阪大学、徳島大学、国立感染症研究所な

どに教授や部長として転出した者もおおい。 

 

３)研究活動面での新たな分野の創成や、学術

的知見等 

 3つの研究分野、i)病因病態生態基礎研究、

ii)製品開発、iii)治療予防介入研究で多くの

研究成果が挙げられた。その中で新たな学術的

知見が得られ、新たな研究分野に発展する可能

性のある特記すべき研究成果を記載する。 

i) 病因病態生態基礎研究 

・プリオン株間で干渉現象がおこるという世界

ではじめての発見と異種プリオンタンパク

質免疫によるプリオン病予防の可能性を示

す実験結果 ・ベトナムにおける新種蚊媒介

性Nidoウイルスの発見 ・HIVの細胞侵入の

分子機構の解明による新規エイズ治療薬開
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発への新しい標的の提供 ・デング二次感染

に伴なう血小板減少をおこす免疫学的機序

の解明 ・ピロリ菌毒素の受容体認識、細胞

内侵入、宿主転写因子への撹乱機序の解明 

・マラリア感染に伴なうＴ細胞の免疫応答の修

飾現象の発見 ・蚊幼虫の餌の選択と摂食行

動観察結果にもとづく蚊幼虫の生息水域適

応 ・チカイエカが西ナイル熱伝播機能を有

すことの発見 ・ベトナムにおけるデングウ

イルス感染者の重症化に関与する遺伝子と

バヌアツにおけるマラリア抵抗性遺伝子の

解明 ・ケニアにおけるビルハルツ住血吸虫

感染者の膀胱癌などの隠された病変の解明 

ii) 製品開発 

・LAMP法を用いたデング熱、西ナイルウイルス、

SARSウイルスの迅速診断法の開発 ・西ナイ

ル熱ワクチンのGPL試験の完了 ・バイオイ

ンフォーマティクスによる抗プリオン活性

を有す物質(GN8420)の発見 ・薬剤耐性肺炎

球菌のreal-time PCR法による迅速診断法の

開発 ・住血吸虫ワクチン開発に有効な抗原

の遺伝子の検出 ・バイオインフォーマティ

クスによるマラリア感染を抑制する遺伝子

の同定  尚、製品開発研究から４件の特許

申請がなされている。 

iii) 治療予防介入研究 

・ウガンダにおいて末梢血CD4数200/μl以上の

HIV感染成人には肺炎球菌コンジュゲートワ

クチンが有効であることを解明 ・近年開発

の常温揮発性殺虫剤メトフルトリンがアフ

リカのマラリア媒介蚊に対し強力な空間忌

避効果を長時間継続することを解明 ・アフ

リカのHIV対策においては感染者が地域社会

から受ける恥辱が、マラリア対策では住民の

感染予防意識の低さが疾病対策の不成功の

最も重要な因子であることを解明 ・インド

ネシアにおいてアルテスネート・アモディア

キンの併用療法が効果的であることの発見 

 

４)事業推進担当者相互の有機的連携 

 事業推進担当者間の有機的連携は、本COEプ

ログラムが基礎と臨床、フィールドとラボ、開

発途上国と先進国の３つの双方向性研究を特

長としていること、および研究情報トランスレ

ーション機能により強化された。 

 例えば、1)プリオン研究におけるウイルス学

者と生化学者の連携、2)フィリピンにおけるデ

ング出血熱による血小板減少機序の研究での

臨床医とウイルス学者の連携、３)疾病対策と

しての健康教育の開発における人類生態学者

と臨床医、ウイルス学者、寄生虫学者の連携等

である。 

 

５)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

 本COEプログラムでは基礎研究、製品開発研

究、治療予防介入研究のいずれの分野からもい

くつかの感染症に関する新たな学術的知見が

得られた。 いずれの研究成果も評価は高いが、

特にプリオン病分子機構の解明と新規抗プリ

オン剤開発、西ナイル熱不活性ワクチン開発、

新規マラリアワクチン候補分子の検索、ピロリ

菌産生毒素の機能、HIV感染宿主因子、新しい

媒介蚊防御法の研究は世界より注目をあびて

おり、本COEプログラムは研究推進面において

は国際競争力を強めている。 

 一方、人材育成面においても国際競争力のあ

るいくつかの教育組織が創生された。 

i) 大学院博士課程においては、コースワーク

を設置し、有能な感染症研究者と感染症専門

医を養成している。 

ii) 平成18年度に設置した熱帯医学修士課程

(1年)は学生の半数以上が外国人である(定員

12名)。すべての講義実習が英語で行なわれる

ので、この修士課程の修了生は国際舞台で直

ちに活躍できる。 

iii) ポスドク及び若手研究者は最先端の基

礎・臨床研究に従事する一方、海外での調査

疫学研究も経験し、優れた感染症研究者とし

て育っている。 

 

６)国内外に向けた情報発信 

 長崎で開いた２回の国際シンポジウム(2004

年、2007年)に加え、熱帯病・新興感染症に関

する研究成果が関連学会で数多く発表された

ために、日本における感染症研究の重要性の認

識度が高められた。 

 一方、研究成果は長崎大学のホームページに

加えプレスリリース等でも適時発信し、特に西

ナイル熱ワクチンや診断薬の開発は本邦のテ

レビ、新聞ばかりでなく、海外メディアによっ
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ても取り上げられた（例：論座、２００６年１

２月号、２１世紀COE道場—最先端研究を歩くー

長崎大学）。 

 米国大使館員が事業推進担当者・森田教授を

訪問し、西ナイル熱ワクチン開発の現状を取材

した。また、ベトナムで展開している研究プロ

ジェクトに関しては、フランス大使館の科学官

が情報収集に本COEプロジェクトを訪問した。 

 熱帯医学研究の重要性を広く啓蒙するため

に、国立民族学博物館との機関連携研究として

「熱帯医学と地域研究」と題したシンポジウム

を2004年2月京都で、2005年2月長崎で開催した。 

 

７)拠点形成費等補助金の使途について（拠点

形成のため効果的に使用されたか） 

 本COEプログラムの推進に必要不可欠なＸ線

解析装置等の先端大型研究機器を初年度と２

年次に購入したが、補助金の多くは、ポスドク、

COE技術員の採用、大学院生も含む研究者の海

外調査、海外拠点病院での感染症専門医師養成、

ワクチン安全性試験の委託費、国際シンポジウ

ム開催費および消耗品に使用された。 

 

②今後の展望 

 平成20年5月28日から30日に横浜で開かれた

アフリカ開発会議(TICAD)において、日本はア

フリカの保健の改善に挑戦する質の高い医学

研究や医療活動を国際的に活発化させること

を宣言した。また、7月のG8洞爺湖サミットに

おいても、国際保健の重要性が議論されること

になっている。 

 このように、近年国際社会の関心をひきつけ

ている熱帯医学研究と国際保健の活動を推進

する本研究教育拠点の役割は益々重要となっ

ている。本拠点は上記のような世界のニーズに

応えるべく、5年間の研究教育の成果を活かし、

今後世界トップレベルの熱帯病・新興感染症研

究教育拠点を目指す。 

 そのためには長崎大学の全面的支援を受け

て、ケニアとベトナムの海外研究拠点の研究教

育活動を恒久的に継続する必要がある。近年病

原体など研究試料の国外への持ち出しが禁止

され、疾病が流行する現場での研究が必要不可

欠になりつつある。 

 また、大型外部資金を獲得して、本COEプロ

グラムの成果をさらに発展させ、地球規模の感

染症制御に貢献できる研究成果をあげねばな

らない。本COEプログラムからは、診断法の開

発に加え、抗プリオン薬開発のシーズや西ナイ

ル熱ワクチンのGPL試験の完了など、熱帯病・

新興感染症の新しい戦術開発の基盤が作られ

た。さらに基礎研究成果の中には、将来感染症

の制御の有効な戦術開発につながる多くの研

究成果が含まれている。 

 熱帯病・新興感染症の研究者と専門医の多様

な養成プログラムも継続すべきである。本COE

プログラムの人材育成の評価は国内外で高く、

長崎大学にはWHOより人材育成プログラムへの

協力要請が続いている。2006年12月に長崎と東

京で実施されたMeeting of Stakeholders for 

Diploma MSc & PhD Programme in Research & 

Development of Products to meet Public 

Health Needs と2008年2月に長崎で実施された

Global Outbreak Alert and Response Network 

(GOARN)等である。 

 以上のごとく、本COEプログラムの研究教育

成果を発展させることは、地球規模の感染症対

策と結びつき、近い将来長崎大学が世界トップ

レベルの研究教育拠点となることにつながる。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内

外に与えた影響度） 

 本COEプログラムは長崎大学の感染症の研究

教育ポテンシャルを高め、長崎大学の研究教育

におけるドライビングフォースとなり、大学の

重点支援10研究課題の選定につながった。一方

熱帯病・新興感染症研究の重要性の国民への啓

蒙にも多大な貢献をした。 

 平成17年のスマトラ沖地震に伴なう津波被

害では本COEプログラムの多くの担当者が、津

波被害にともなう感染症流行の危険性調査に

リーダーシップを発揮し、感染症研究拠点の存

在意義を国内外に示すことが出来た。一方、本

COEプログラムのもとで行なわれた海外での調

査研究により得られた研究試料は日本国内で

の感染症の研究の推進と診断法の開発に多大

な貢献をしている（ベトナムで鳥インフルエン

ザ患者より分離されたウイルスとその遺伝子

情報の日本人研究者と企業への提供など）。 
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機 関 名 長崎大学 拠点番号 
Ｆ２４ 

 

拠点のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 
熱帯病・新興感染症の地球規模制御戦略拠点 

Global Control Strategy of Tropical and Emerging Infectious Diseases 

１．研究活動実績 

①この拠点形成計画に関連した主な発表論文名・著書名【公表】 
 ・事業推進担当者（拠点リーダーを含む）が事業実施期間中に既に発表したこの拠点形成計画に関連した主な論文等 

〔著書、公刊論文、学術雑誌、その他当該プログラムにおいて公刊したもの〕） 
・本拠点形成計画の成果で、ディスカッション・ペーパー、Ｗｅｂ等の形式で公開されているものなど速報性のあるもの 

※著者名（全員）、論文名、著書名、学会誌名、巻(号)、最初と最後の頁、発表年（西暦）の順に記入 

    波下線（   ）：拠点からコピーが提出されている論文 

下線（   ）：拠点を形成する専攻等に所属し、拠点の研究活動に参加している博士課程後期学生 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度） 

会議名：Refresher Course on GCP for TDR Clinical Monitors 

開催時期と場所：２００３年６月２８−３０日、福岡 

参加人数：３０名（うち外国人２５名） 

主な招待講演者：1) Francis P. Crawley 博士 European forum for Good Clinical Practice, 

Belgium, 2) Juntra Karbwang 博士 WHO/TDR, Geneva, 3) Lawrence Kweku Yamuah 博士 Center for 

Measurement and Information in Medicine City University London, UK 

会議名：The 10th Japan-Korea Parasitologists’ Seminar 

開催時期と場所：２００４年１１月１８−２０日、長崎 

参加人数：７８名（うち外国人４４名） 

会議名： Nagasaki Symposium on Tropical and Emerging Infectious Diseases and JSPS Workshop on 

Infectious Diseases in Vietnam 

開催時期と場所: ２００４年１１月２５−２７日、長崎 

参加人数：８８名（うち外国人３０名） 

主な招待講演者：1) Adriano Aguzzi 教授 Institute of Neuropathology, University Hospital of 

Zurich, Switzerland, 2) 河岡義裕教授、東京大学医科学研究所、3) Walther Helmut Wernsdorfer 教

授 University of Viena,Austria 

会議名：Meeting of Stakeholders for Diploma, MSc & PhD Programme in Research & Development of 

Products to meet Public Health Needs 

開催時期と場所: ２００６年１２月１−２日、東京 

参加人数：２８名（うち外国人１３名） 

招待講演者：タマサート大学（タイ）、アンチオキア大学（コロンビア）、メルク萬有製薬 

会議名： US-Japan Cooperative Medical Science Program: Acute Respiratory Infectious (ARI) Panel

開催時期と場所: ２００７年１月２２−２３日、大阪 

参加人数：４０名（うち外国人１５名） 

会議名: 2nd Nagasaki Symposium on Tropical and Emerging infectious Diseases 

開催時期と場所: ２００７年１１月２６−２７日、長崎 

参加人数：７５名（うち外国人３０名） 

主な招待講演者：１）Paul Reiter 教授 Pasteur Institute, France, ２）Fidel Zavala 教授 Johns 

Hopkins University, USA, ３）野本 明男 教授 東京大学大学院医学研究科 

会議名：Global Outbreak Alert and Response Network 

開催時期と場所: ２００８年２月２５−２９日、長崎 

参加人数： ３１名（うち外国人２７名） 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

 

本拠点では,感染症研究者,専門医,国際保健医療協力専門家をはじめ世界の感染症対策に貢献する
人材を育成するための多様な教育プログラムを実施した。 
 
(1) 本拠点の特色的教育ｺｰｽとその概要 
大学院博士課程（新興感染症病態制御学系専攻）におけるｺｰｽﾜｰｸ：感染症研究者養成ｺｰｽではﾏﾝﾂｰﾏﾝ

体制による2ヶ月間連日の生命医科学特論・実習を行う。3つのﾊﾟｰﾄで構成され,ｹﾞﾉﾑおよび遺伝子
発現解析法として遺伝子操作の基本からﾗｲﾌﾞﾗﾘ作製,ﾏｲｸﾛｱﾚｲ解析まで学ぶ。ﾌﾟﾛﾃｵｰﾑ解析法として
ﾀﾝﾊﾟｸ質の精製から質量分析やｱﾐﾉ酸ｼｰｹﾝｼﾝｸﾞによる構造解析までを学ぶ。細胞・組織解析法とし
てFACSや共焦点ﾚｰｻﾞｰ顕微鏡などの先端機器を用いた細胞ﾚﾍﾞﾙでの解析を学ぶ。感染症専門医養成
ｺｰｽでは,感染症臨床実習として,感染症症例を最初の1年間に5症例以上を診療し,ﾚﾎﾟｰﾄ提出を課
すとともに,実際の病院内感染対策ﾗｳﾝﾄﾞへの参加や院内感染事例（全国の医療施設を対象）への
参画を行っている。 

熱帯医学修士課程：感染症の起源と蔓延の地理学を重視し,ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに活躍できる感染症専門医を育成
するため,長崎大学は使命感をもって,わが国最初の熱帯医学修士課程を2006年に設置した。この
人材育成目標は,すべての授業を英語で行い,熱帯感染症の臨床とその科学的基盤を集中授業と海
外実習で培い,新たな問題発見と解決能力を半年の修士論文作成で鍛えるというﾊｰﾄﾞﾒﾆｭｰによっ
て達成している。学生の半数以上が熱帯地からの外国人医師というﾕﾆｰｸな教育環境で,気概と探究
心をもった日本人医師が養成されている。 

熱帯医学研修課程：熱帯医学に関する我が国唯一の短期研修ｺｰｽ。熱帯地域において医学研究,保健医
療活動に従事しようとするものに熱帯に関する正しい知識と医学的諸問題についての基礎的知識
が得られるようなｺｰｽとなっている。昭和53年度開講以降,現在までに351名以上の修了生を輩出し
た。 

COE短期海外研修ｺｰｽ：途上国拠点病院（ﾀｲ･ﾁｪﾝﾏｲ大学病院,ﾏﾆﾗ･ｾﾝﾄﾙｰｸｽ医療ｾﾝﾀｰ）における臨床研修
及び臨床研究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに1ヶ月間従事する。国内では遭遇することのない熱帯感染症診療の経験を
積むことができる。参加者は全国公募医師及び新興感染症病態制御学系専攻と熱帯医学修士大学
院生を対象としており,これまでの参加者総数は６４名にのぼる。 

熱帯病流行地における臨床疫学研究：本拠点はケニアとベトナムに研究者が常駐する研究拠点を持ち、
また他のアジア・アフリカ各国に共同研究拠点を有している。これらの海外研究拠点に大学院生
や若手研究者を派遣して感染症の臨床疫学研究の指導を行った。 

 
(2) WHOなど他機関と連携した人材育成システムとその概要 
GOARNﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｺｰｽ：WHOの主催する世界規模での感染症流行ﾈｯﾄﾜｰｸ（Global Outbreak Alert and Response 

Network）が主催する短期人材育成ｺｰｽを平成20年2月にWHOや国内の大学との協力で実施し,国際ﾚ
ﾍﾞﾙで活躍できる感染症専門家の育成を行った。 

世界保健ﾆｰｽﾞに応える医薬品開発ﾃﾞｨﾌﾟﾛｰﾏｺｰｽ：2006年より長崎大学主催で開始した5週間の短期集中
コースで,約120時間の講義実習を60名の国内外の医薬品開発の専門家が担当する。すべて英語で
行っている。（１）承認までの道程,（２）医薬品開発,（３）ﾜｸﾁﾝ開発,（４）診断薬開発,（５）
GCP(Good Clinical Practice),（６）ﾃﾞｰﾀﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ,（７）承認後活動の7つのﾓﾃﾞｭｰﾙに分かれて
おり,最も新しい実戦的な知識を身につけることができるように配慮されている。すでに2回終了
し約20名のﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ授与者を輩出している。学生は,中国,ﾀｲ,ﾍﾞﾄﾅﾑ,台湾,ｺﾛﾝﾋﾞｱ,ﾌﾞﾗｼﾞﾙの連携大
学からの派遣が9割を占めている。今後本学大学院の単位として認定される予定である。 

医学研究倫理ｺｰｽ：2002年から長崎大学熱帯医学研究所で主催している英語による短期（3日間）集中
ｺｰｽで,ﾋﾄを対象とする医学研究における倫理的な配慮に関する国際的な基準について,その必要
性,重要性を歴史的な背景やﾍﾙｼﾝｷ宣言をはじめとする国際文書を分かりやすく解説し,豊富な実
例を用いたｸﾞﾙｰﾌﾟ討論で理解を深める。毎年50名前後の参加者を集めている。米国NIH,ﾉﾙｳｪｰﾍﾞﾝ
ｹﾞﾙ大学,ｱｼﾞｱ太平洋地域倫理委員会ﾌｫｰﾗﾑ,東京大学との共同開催である。 
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（総括評価） 

 設定された目的は十分達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、特に「感染症研究者および感染症専門医師を養成する研

究教育拠点を形成する」という目的は、十分に達成されたと評価できる。これまでの経験

を生かし、基礎研究から海外での治療予防介入研究に至る幅広い研究教育拠点を形成して

おり、さらに他の助成制度にも支えられ大きく成長したように見受けられる。 

人材育成面については、大学院課程教育に加え、多様な教育プログラムを設け、実践的

な指導体制を展開し、実践力を備えた研究者・専門医師、国際保健医療協力専門家を、国

内外に多く育成したことは高く評価でき、目的は十分に達成されたと評価できる。 

研究活動面については、病因病態生態基礎研究、治療予防介入研究などユニークなアプ

ローチにより、アフリカのＨＩＶ対策の不成功の社会心理的要因を見出すなどの成果をあ

げており、学際的な視点からの研究などが高く評価できる。 

本事業終了後も、大学の特徴を大いに生かし、地球規模の感染症制御へ貢献することを

期待する。 
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